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ガスエンジン発電装置新機種と性能アップ機種を新たに発売 

発電出力1,000kW、2,000kW、2,600kWクラスのJ416、612、616を追加 

 

今回、既存機種の発電出力アップと効率アップも果たし、Type４、６ともに新たなラインナップで市場に投入し

ます。ガスエンジンは、GE  Jenbacher(イエンバッハ) 社製を採用。国内での使用環境に合わせて設計したガスコージェネレ

ーションシステムを、提案から保守までワンストップで実現します。 

 

 ■新ラインナップの概要 

1. Type４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. Type6  
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(注1)発電周波数は50Hz、燃料は、天然ガス(13A)で低位発熱量11.29kWh/ m3(N) (メタン価68以上)とし、燃料消費量は+5%の裕度

をいただけるものとします。 

(注2) NOxの値は脱硝装置なしでType4シリーズは320ppm以下、Type6シリーズは200ppm以下です。NOxの値はO2=0%の換算値です。 

(注3)温水排熱回収量は±8%の裕度をいただけるものとします。 

(注4)排ガス蒸気回収量は計画値とさせていただきます。給水温度は60℃とし、ボイラーからのブロー水がない場合を示しています。 

 

•Type4全機種の点検周期を、2,000時間ごとから3,300時間ごととして点検回数を低減。 

点検に必要な停止時間を、弊社従来比で20%削減しました。 

•自立運転時の初期負荷投入性能を向上（J620の場合：初期負荷投入量を190kWから330kWに向上）。 

 

 

■新旧性能比較 

 

 

 

 

■GE Jenbacherガスエンジンの特徴 

 GE Jenbacherガスエンジンは約60年の歴史を持ち、世界で15,500台以上の納入実績、国内では300台以上の納

入実績があります。 

都市ガスや天然ガス燃料での運転はもちろん、メタン発酵ガス等の再生可能エネルギーを用いた非天然ガス燃料での

運転が可能です。更にメタン発酵ガスと天然ガスとの切替・混焼運転も可能です。 

 

       
 


